
　

子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト
「
も

り
や
ま
っ
こ
子
育
て
広
場　

ｉ

ｎ　

志
段
味
」
が
先
月

日
、

志
段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
＝
桜

坂
５
＝
競
技
場
で
開
か
れ
、
未

就
園
児
と
保
護
者
ら
３
０
０
人

以
上
が
来
場
し
た
。

　

区
内
の
保
育
所
や
子
育
て
支

援
拠
点
、
主
任
児
童
委
員
ら

「
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
守
山
チ
ー
ム
」
が
主
催
。

子
育
て
情
報
の
提
供
や
、
親
子

で
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
に
な
る

よ
う
年
２
回
催
し
て
い
る
。

　

お
も
ち
ゃ
遊
び
や
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
紙
コ
ッ
プ
を
材
料

に
し
た
動
物
の
お

も
ち
ゃ
作
り
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ー
ナ
ー
が
会
場

い
っ
ぱ
い
に
登

場
。
身
体
測
定
や

育
児
相
談
も
設
け

ら
れ
、
大
い
に
に

ぎ
わ
っ
た
。

　

子
育
て
支
援
施

設
に
関
す
る
情
報

コ
ー
ナ
ー
で
は
掲

示
物
を
見
つ
め
た

り
、
並
べ
ら
れ
た

資
料
を
次
々
と
手

に
す
る
人
の
姿
が
。
音
楽
に
合

わ
せ
て
体
を
動
か
す
「
体
育
遊

び
」
も
行
わ
れ
、
親
子
の
笑
顔

が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

「
こ
の
催
し
で
い
ろ
い
ろ
な

人
と
触
れ
合
っ
た
り
物
を
見
た

り
、
子
ど
も
さ
ん
な
り
の
経
験

を
し
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た

い
」
と
、
ふ
た
ば
み
の
り
園
＝

小
幡
２
＝
園
長
で
同
チ
ー
ム
代

表
者
の
芝
田
育
彦
さ
ん
。
「
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
ネ
ッ
ト
の
情
報
が
全

　

税
金
は
み
ん
な
で
社
会
を
支

え
る
た
め
の
〝
会
費
〟
―
。
名

古
屋
北
法
人
会
に
よ
る
租
税
教

室
が
先
月
３
日
、
大
森
北
小
学

校
＝
御
膳
洞
＝
で
開
か
れ
、
６

年
生
２
ク
ラ
ス
の
児
童

人
に

税
の
役
割
な
ど
を
教
え
た
。

　

社
会
科
の
時
間
に
行
わ
れ
、

６
年
２
組
で
講
師
を
務
め
た
の

は
同
会
会
員
、
日
生
産
業
＝
瀬

古
１
＝
代
表
取
締
役
の
生
田
雄

大
さ
ん
。
自
己
紹
介
を
し
た

後
、
救
急
車
に
つ
い
て
触
れ

「
な
ぜ
、
た
だ
で
利
用
に
で
き

る
の
か
」
の
話
か
ら
始
め
た
。

　

ま
た
、
児
童
ら
に
「
み
ん
な

も
日
頃
、
税
金
を
払
っ
て
る
の

知
っ
て
る
か
な
」
と
尋
ね
、
消

費
税
を
説
明
。
生
田
さ
ん
は
税

の
行
方
や
、
使
い
道
が
ど
の
よ

う
に
決
ま
る
の
か
も
伝
え
、
選

挙
の
大
切
さ
を
強
調
し
た
。

　

区
役
所
や
銀
行
な
ど
施
設
の

写
真
パ
ネ
ル
を
、
税
金
が
使
わ

れ
て
い
る
も
の
・
使
わ
れ
て
い

な
い
も
の
で
分
け
る
ク
イ
ズ
を

催
し
た
ほ
か
、
税
金
が
あ
る
世

界
と
無
い
世
界
を
描
い
た
ア
ニ

メ
も
上
映
。
児
童
か
ら
は

「
税
金
の
大
切
さ
が
よ
く

分
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感

想
が
聞
か
れ
た
。

　

こ
の
日
は
、
金
城
学
院

大
学
生
活
環
境
学
部
生
活

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
４
年

の
学
生
二
人
も
ゼ
ミ
で
の

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

租
税
教
室
に
参
加
。
生
田

さ
ん
の
話
に
合
わ
せ
て
資

料
を
掲
示
す
る
な
ど
進
行

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
を

身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
す
る

催
し
「
わ
く
ハ
ピ
キ
ッ
ズ
お
し

ご
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
先
月


日
、
志
段
味
地
区
会
館
＝
下

志
段
味
１
＝
で
開
か
れ
た
。

　

子
育
て
中
の
母
親

ら
市
民
グ
ル
ー
プ

「
さ
く
ら
い
ろ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
主

催
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
集
ま

っ
た
年
中
か
ら
小
６

ま
で
の

人
が
、
３

月
か
ら
月
１
回
ほ
ど

座
学
な
ど
で
学
ん
で

お
り
、
こ
と
し
の
開

催
は
３
期
目
。

　

今
回
講
師
を
務
め

た
の
は
、
春
日
井
市

内
で
自
然
農
野
菜
を

育
て
て
い
る
農
園
主

の
倉
田
昌
弘
さ
ん
。
ま
ず
、
色

が
濃
い
・
薄
い
や
虫
が
い
る
・

い
な
い
な
ど
見
た
目
の
異
な
る

野
菜
が
多
く
描
か
れ
た
紙
を
子

ど
も
た
ち
に
配
り
、
「
食
べ
ら

れ
る
も
の
か
ど
う
か
で
○
×
を

つ
け
て
」
と
促
し
た
。

　

書
き
終
え
た
頃
を
見
計
ら
い

「
全
部
食
べ
ら
れ
ま
す
」
と
倉

田
さ
ん
。
加
工
品
へ
の
用
途
も

教
え
た
ほ
か
「
み
ん
な
一
人
一

人
違
う
よ
う
、
野
菜
も
そ
れ
ぞ

れ
違
う
」
と
付
け
加
え
た
。

　

質
問
タ
イ
ム
も
設
け
ら
れ
、

「
ど
う
し
た
ら
お
う
ち
で
お
い

し
い
野
菜
が
で
き
る
の
」
と
尋

ね
る
子
の
姿
も
。
今
月
の
同
催

し
で
は
子
ど
も
た
ち
が
倉
田
さ

ん
の
農
園
を
訪
れ
、
き
ゅ
う
り

や
ト
マ
ト
と
い
っ
た
夏
野
菜
の

収
穫
を
体
験
す
る
。

　

守
山
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
守
山
）
主

催
「
趣
味
の
作
品

展
」
が
、
先
月
４
日

か
ら
７
日
ま
で
守
山

区
役
所
＝
小
幡
１
＝

講
堂
で
開
か
れ
、
多

く
の
人
が
訪
れ
た
。

　

同
会
は
区
内

の

老
人
ク
ラ
ブ
で
構
成

さ
れ
、
会
員
数
は
約

１
３
０
０
人
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や

ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
た
交
流

の
ほ
か
、
各
ク
ラ
ブ

単
位
で
も
絵
や
手
工

芸
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

趣
味
の
作
品
展
は
発
表
と
交

流
の
場
で
、
生
き
が
い
も
高
め

よ
う
と
す
る
も
の
。

回
目
の

こ
と
し
は
、
会
員
と
区
内
高
齢

者
福
祉
施
設
の
利
用
者
に
よ
る

手
工
芸
品
や
絵
画
、
写
真
な
ど

２
８
０
点
以
上
が
並
ん
だ
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
す
ご
い
」

「
細
か
い
仕
事
を
さ
れ
て
る
」

と
驚
い
た
よ
う
な
声
。
ま
た
会

場
に
は
、
松
ぼ
っ
く
り
や
フ
ェ

ル
ト
で
人
形
を
作
る
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
参
加
し
た

人
が
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

　

「
フ
レ
イ
ル
や
認
知
症
の
予

防
の
た
め
に
も
、
一
緒
に
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
同
会
の

浅
井
保
司
会
長
。
入
会
方
法
を

は
じ
め
、
問
い
合
わ
せ
は
区
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
区

役
所
福
祉
課
）
＝
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
４
６
０
７
＝
へ
。

　

地
域
の
環
境
衛
生
活
動
を
自

主
的
に
３
年
以
上
続
け
て
い
る

人
が
対
象
、
守
山
区
保
健
環
境

委
員
会
（
以
下
、
区
委
員
会
）

に
よ
る
表
彰
式
が
先
月

日
、

守
山
保
健
セ
ン
タ
ー
＝
小
幡
１

＝
会
議
室
で
催
さ
れ
た
。

　

区
委
員
会
は
区
内

学
区
の

保
健
環
境
委
員
会
会

長
、
区
役
所
や
保
健

セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
構

成
。
資
源
・
ご
み
分

別
な
ど
に
長
年
取
り

組
ん
で
い
る
人
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
区
保

健
環
境
委
員
会
会
長

が
推
薦
し
、
区
委
員

会
で
被
表
彰
者
を
決

め
て
い
る
。

　

こ
と
し
は
四
つ
の

学
区
か
ら
４
組
５
人

を
選
出
。
関
係
者
ら

約

人
が
出
席
し
た

表
彰
式
で
は
、
区
委

員
会
の
柏
田
英
一
会
長
が
表
彰

状
を
読
み
上
げ
、
記
念
品
と
と

も
に
手
渡
し
た
。

　

志
段
味
西
学
区
の
舟
橋
武
治

さ
ん
は
妻
・
恭
子
さ
ん
と
夫
婦

で
被
表
彰
。
５
年
ほ
ど
前
か
ら

大
雨
の
日
を
除
く
毎
日
、
二
人

で
平
池
中
央
公
園
や
周
辺
を
散

歩
し
な
が
ら
ご
み
を
拾
い
、
分

別
と
処
理
を
続
け
て
き
た
。

　

「
散
歩
は
健
康
の
た
め
。
落

ち
て
い
る
ご
み
が
多
く
、
目
に

余
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
」
と

表
彰
状
を
受
け
た
武
治
さ
ん
。

ま
た
、
笑
顔
で
「
私
の
よ
う
な

も
の
が
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
被
表
彰
者
は
次

の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
、
か
っ
こ

内
は
学
区
名
）
。
酒
井
勉
（
森

孝
東
）
、
田
中
博
（
鳥
羽

見
）
、
畑
岡
文
孝
（
小
幡
）

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
危

険
性
に
関
す
る
啓
発
活
動
が
こ

の
ほ
ど
、
金
城
学
院
大
学
＝
大

森
２
＝
で
行
わ
れ
、
市
消
防
局

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ジ
ィ
ジ
ョ
と

守
山
消
防
署
員
が
ユ
ニ
ー
ク
な

方
法
で
学
生
ら
に
伝
え
た
。

　

危
険
物
安
全
週
間
（
毎
年
６

月
第
２
週
の
日
曜
か
ら
土
曜
）

に
合
わ
せ
て
実
施
。
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
を
含
む

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ

ー
や
携
帯
型
扇
風
機

な
ど
を
使
う
機
会
が

多
い
世
代
に
、
発
火

の
危
険
性
も
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
企
画
し
た
。

　

同
署
は
あ
ら
か
じ

め
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ

テ
リ
ー
が
出
火
に
至

る
様
子
を
再
現
し
て

動
画
撮
影
。
計
４
回

て
正
し
い
わ
け
で
は
な
い
と
思

う
」
と
も
話
し
て
い
た
。

　

次
回
「
も
り
や
ま
っ
こ
子
育

て
広
場
」
は

月

日
（
木
）

午
前

時
～
正
午
、
守
山
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
＝
竜
泉
寺
２
＝

に
会
場
を
移
し
て
開
か
れ
る
。

　

◇
令
和
６
年
度
守
山
区
女
性

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
６
月
２

日
、
守
山
区
仮
設
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
）

　

レ
モ
ン
テ
ィ
ー
ズ

―
１
フ

ラ
ワ
ー
ズ
、
オ
ー
ル
フ
レ
ン
ズ

７
―
２
金
屋
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

〈
決
勝
〉
オ
ー
ル
フ
レ
ン
ズ

８
―
３
レ
モ
ン
テ
ィ
ー
ズ

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

◇
令
和
６
年
度
守
山
区
Ｏ
Ｂ

軟
式
野
球
大
会
（
６
月
２
日
、

小
幡
緑
地
西
園
野
球
場
）

　

苗
代
６
―
５
志
段
味
東
、
瀬

古
４
―
３
大
森
北

　

〈
決
勝
〉
瀬
古
６
―
４
苗
代

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

◇
令
和
６
年
度
守
山
区
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

大
会
（
６
月

日
、
守
山
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
２
競
技
場
）

＝
中
日
新
聞
社
後
援

　

▽
混
合
の
部
①
志
段
味
東

英
会
」
に
寄
贈
し
た
。

　

続
く
記
念
行
事
は
「
『
苗
代

百
景
』
原
画
展
示
会
」
９
月


～

日
、
苗
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
＝
小
幡
南
１
、
☎
０

５
２
（
２
１
７
）
３
２
５
２
。

二
科
展
会
員
、
三
木
甲
一
さ
ん

＝
苗
代
１
＝
が

年
前
の
同
学

区
の
街
角
を
描
い
た
水
彩
画
を

展
示
。
無
料
、
一
般
対
象
。

　

こ
と
し
創
立

周
年
を
迎
え

た
苗
代
学
区
は
先
月
２
日
、
記

念
行
事
の
一
つ
と
し
て
劇
団
名

芸
に
よ
る
舞
台
「
オ
ズ
の
魔
法

使
い
」
を
守

山
文
化
小
劇

場
＝
小
幡
南

１
＝
で
開
催

し
た
。

　

同
学
区
は

１

９

７

４

年
、
小
幡
小

の
分
校
だ
っ

た
苗
代
小
が

分
離
独
立
し

た
こ
と
で
創

立
。
今
回
の

舞
台
は
記
念
行
事
の
第
一
弾

で
、
そ
の
ほ
か
来
年
２
月
の
音

楽
祭
ま
で
四
つ
の
行
事
を
住
民

ら
企
画
委
員
会
が
準
備
、
催
す

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

上
演
前
に
は
、
主
催
し
た
同

学
区
連
絡
協
議
会
の
藤
牧
康
宏

会
長
が
「
人
を
愛
す
る
心
は
大

切
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
」
と
作
品
を
紹
介
。
ま
た

「
家
庭
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
役
に
立
て
れ
ば
う
れ
し

く
思
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

舞
台
は
午
前
と
午
後
の
２
回

行
わ
れ
、
家
族
連
れ
ら
６
０
０

人
以
上
が
来
場
。
チ
ケ
ッ
ト
の

売
り
上
げ
は
、
病
気
や
災
害
な

ど
で
親
を
亡
く
し
た
子
ど
も
た

ち
を
支
援
す
る
「
あ
し
な
が
育

の
啓
発
活
動
で
は
ジ
ィ
ジ
ョ

が
、
そ
の
動
画
を
見
る
た
め
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
首
か
ら
下
げ
、

学
生
ラ
ウ
ン
ジ
出
入
り
口
付
近

に
立
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

偶
然
通
り
か
か
っ
た
学
生
ら

は
「
な
に
な
に
」「
か
わ
い
い
」

と
声
を
上
げ
て
足
を
止
め
、
早

速
ス
マ
ホ
を
手
に
。
半
円
状
に

囲
ん
で
ジ
ィ
ジ
ョ
を
撮
影
し
た

り
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん

で
動
画
を
見
て
い
た
。

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、

電
極
と
電
解
液
（
主
に
第
２
石

油
類
）
で
構
成
。
「
膨
張
や
発

熱
、
異
臭
な
ど
の
異
常
を
感
じ

た
ら
使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ

い
」
と
同
署
。
注
意
喚
起
す
る

動
画
は
下
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
で
視
聴

で
き
る
。

優勝の「瀬古」

優
勝
の
「
志
段
味
東
」

優勝の「オールフレンズ」

名
古
屋
北
法
人
会
が
租
税
教
室

大
森
北
小
６
年
に
税
の
役
割
な
ど
を

わ
く
ハ
ピ
キ
ッ
ズ
お
し
ご
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

今
回
は
野
菜
の〝
あ
れ
こ
れ
〟に
つ
い
て
学
ぶ

区
老
連
主
催「
趣
味
の
作
品
展
」に
２
８
０
点
以
上

作
品
作
り
で
生
き
が
い
づ
く
り

気
を
付
け
て
ね
！ 

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

守
山
消
防
署
員
と
ジ
ィ
ジ
ョ
が
啓
発
活
動

も
り
や
ま
っ
こ
子
育
て
広
場 
ｉｎ 

志
段
味

い
ろ
い
ろ
な
催
し
に
会
場
は
大
に
ぎ
わ
い

おもちゃ遊びなど、いろいろ
なコーナーが会場いっぱいに

被表彰者をはじめ関係者らで記念撮影

倉田さん（中央）の野菜の話
に子どもたちが耳を傾けた

日頃の趣味活動の中で作り上げた作品を展示した

啓発動画へのＱＲコードを首か
ら下げた「ジィジョ」が大活躍

生田さん（中央）らが税に
ついて分かりやすく伝えた

守
山
区
保
健
環
境
委
員
会
が
４
組
５
人
を
表
彰

資
源
・
ご
み
分
別
な
ど
に
長
年
取
り
組
み
貢
献

鑑賞を終え
た家族連れ
らを出演者
がお見送り

一日２回の上演で家族連れら600人以上が楽しむ

苗代学区創立50周年を祝う記念行事

「オズの魔法使い」舞台劇団
名芸

62,500
〒463-0065　名古屋市守山区廿軒家12-18  ☎052（755）5011
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